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「戸田興業株式会社 社誌 」冒頭にあたりまして

昭和22年 。初代社長戸田育仙が終戦の混乱の中、戸田商会を個人倉1業してから本年
にて60年 目を迎えることができました。
創業以前は、「食べるために何でもやる」の気概のみで、鮮魚、青物や乾物の行商により
生計を立てていた時期もあったとのことです。そして、「溶断器の修理」という生業にめぐり
合い、これを少しづつ育て、発展させながら今日に至りました。
この間はまさしく山あり谷あり。ドルショック・オイルショック等の何回かの不況には苦闘し、
また、高度成長経済の時流に恵まれ順風の時期もあり、「企業存続30年説」を2回分乗り越
えることが出来ました。
これも歴代の全社員が一致協力し努力を重ねたことは基より、何よりも、お取引先皆様の
ご厚情、また関係行政当局のご指導、そして地域の皆様からの暖かい支えがあればこそと

存じます。衷心より感謝の意を表するものであります。

この度、その歩みを忘備録程度ではありますがまとめることと致しました。二代目社長が

他界した後は、その流れを知る人、お伺いできる方が次第に少なくなつて来ております。
まだまだ弊社は小企業の域を出ていませんし、立派な「社史」があるわけではありません。
ですから「社誌」です。
内容は「私小説」の域を出ることはないかと存じます。一見すると視野の狭い、脈絡も取れて
いない、独りよがりのつまらないものと感じられるかもしれません。しかし、わが社の沿車、
事業内容、経営の特色などにつき、一層のご理解を頂く一助ともなれば望外の幸に存じます。
また、次代を背負う関係各位の若手社員及び弊社従業員にも見て頂き、共通理解及び新た

なる前進に資する一粒の糧となることを念願致します。

経済のグ回―バル化が進む今日、大海の中の小さな木の実でしかない弊社でありますが、
高圧ガス、産業機器、研究開発支援、環境関連資機材の供給メーカー、また流通事業者と
してその責務を果たしていくととも、この節目を上合に、よリー層、社会的役害Jと責務を果たし
て参りたいと念願してやみません。
今後ともかわらぬご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げまして、社誌の冒頭の挨拶
とさせて頂きます。

平成19年 6月

代表取締役 戸田 毅
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1 始 動期 (昭和22年 1947年～昭和31年 195幹)

「廃墟からの模索」そして「倉J業」「創立」「朝鮮特需」

終戦直後。京浜地区はまさしく廃墟であつた。
日本鋼管l■lの備品管理担当であつた初代社長戸田育仙は、諸般の

事情で退職し徒手空拳、生きて行くのがやつとの中で、現在地にて青果、
鮮魚、乾物などの行商で食いつなぐ状況だつたという。そんな中、前職の

経験を生かし、溶断器の修理を手がけるようになる。
二代目社長となる息子、戸田岡1は、(現)神代製作所株式会社さまの

大井町にあつた工場に修理技術を学びに日参。また、姉二人、妹を巻き
込んだ、まさしく、家内工業としてスタートを切ることとなる。

上

周辺は畑、田んぼだらけ

当時としては立派な家だつた

左

終戦間もない川崎臨海部
中央浅野セメントから弊社
所在地(渡田)方面
(まさしく焼け野原)

創業は昭和22年4月1日となつている。これは、古い会社経歴書に表記されているが、実際は明確では
ない(高柴芳子氏談)。上述のような状況であつたため創業日など確定できるはずもないが、少なくとも「溶
断器の修理」を生業とし、方針を打ち立てたのはこの頃であろう。情勢は終戦の混乱が色濃く影を落とした
時期でもある。
一方でその後数年は朝鮮特需の好況があり、仕事、職人も順調に増え、会社設立の基礎が出来上がる。
昭和27年6月30日 (実質は7月1日)合 資会社戸田商会設立。社員数は4名。
「事業目的 1 酸素器具の販売並びに修理加工 」
この次期は財政的にも苦しく(時効であるから正直に記すが)、地域の有力建設資材業者と協調的に融通
手形等で運転資金を補いあつていたという。昭和30年になると、住み込みの職人さんも多くなり(昭和31
年には8名)、にぎやかな食事風景が展開されたという。そして、いよいよ成長期へと向かう。

「創業者について」

創業者戸田育仙は宮城県の仙台近郊、現名取市に明治
32年に誕生する。生家は曹洞宗の法雲寺。長男であり、
寺を継ぐため鶴見の本山、総持寺に修行の為上京していた。
ただその寺は、兄弟も多く経済的に困窮するに至る。そこで、
得度後はすぐに(l日)日本鋼管に勤め始めたとのことである。
もちろん、日舎に仕送りを続けるためである。
その後、昭和4年 こまん と結婚し1男3女をもうける。
妻こまんは今で言う助産師、お産婆さんであった。巻では、
「人間の生き死にをどちらも見届けられる夫婦」として評判
だったとか。
仕事振りは、「愚直なほどまじめ、丁寧で几帳面」というよう
に、明治男であり、仏道を具現化した生き様であつた。
ただ、単なる堅物でもなく酒も歌もよく嗜んだ。これが2代 目
3代 目にバイアスが掛かつて受け継がれてしまったかもしれ

ない。
僧籍にあったため、法雲寺歴代の当主のひとりとして、名取
の寺にも分骨され、功労者として弔なわれている。倉J業者  戸 田 育仙



2成 長期 (昭和32年 1957年～昭和41年 1966年)

「地歩の確保」 「戸田こまん 死去」 「多角化への始動」

「数字で見る 約10年間の変遷」

昭和31年 6月30日 (4期)従業員数8名

総売占L    6 , 2 5 7 , 7 5 1 -  ■
総 資産     2 , 3 5 3 , 6 4 5 -

↓売上口資産とも10倍以上の伸長

昭和41年 6月30日 (14期)従業員数24名

総売_L   76,066,242-
総姿i月堂   44,068,396-

もはや戦後ではない。東京オリンピックを控え、高度経済成長へと向
かうこの時期、「仕事はやりきれないほどあつた」。
初代社長は、溶断器の修理を手がける他にこの熱源となる高圧ガス

にも着目し販売許可を取得。順調であつた修理に加え高圧ガス販売も

本格化することとなる。当時は現在のアセチレン容器が無く、カ
ーバイ

トの時代。ガスホじへ
｀
も今と比較にならないほど重く、また、容器の数も

少なく貴重品であつた。高圧ガス消費機材と高圧ガスの知識が蓄積し
ていくのはこの頃からで、高圧ガスの販売先が増えるとともに、「機エ

品もついでに持つてきてくれないか」との要望も増加。合資会社発足当

初は、溶断機器の修理と新品の販売のみで、その比率も修理が大き
かつたが、昭和40年 合には両者の売上比率が30%程度まで低下する。
また、昭和40年 、41年 は、車両や機械設備の投資も積極的に行わ
れ、飛躍への上台が国まつていく。

「市電と戸田商会」

戸田商会への交通機関は、川崎駅から今は無き市電に乗り、

成就院前下車(下の写真は昭和39年 の成就院前停留所)。

歩いて3分 といつたところか。
当停留所の直近には渡田車庫があり、左のような洗車風景

も見られた。深夜・早朝の発着もあり便利であつたが、昭和36

年をヒ
°一クに利用者が減少、モータリセ一`ションも拡大し、戦中の昭和

19年 から続いた歴史に昭和44年 3月 31日を持つてピリオド

が打たれた。

「高柴会計事務所 高柴喜義氏と戸田商会」

昭和33年 の決算より、会計処理、経営指導を長年担当していた

だく。創業者からみれば娘婿ではあつたが、会計士としての的確な
処理、時に厳しい助言を頂く。
昭和41年 の決算書「当期概況」には下記の通り記されている。
「当期は売上の伸び悩みがあり、多少の売上減とはなつたが、修理

部門の伸長並びに値上がり以前の大量仕入による好調な商い、
或いは高圧ガス類の一斉値上げ等を反映して、減収を補つて尚、大

幅な増益となつた。しかし、利益は将来に備えてその殆どを留保し得
たるは喜ばしい限りといえる」
今日、小さいながらも財務的には筋肉質で居られるのも、また不況
の折に持ちこたえられたのも、「堅実経営」を指導してくださつた、高柴

先生のお陰である。

先生は平成10年 死去。合掌昭和33年初の自動車オート3輪導入



3充 実期 (昭和42年 1967年～昭和51年 197韓)

「高度経済成長」「新社屋落成」「戸田興業開発足」そして「低成長時代へ」

昭和40年 合はまさしく「充実期」。売上も1億の壁をすぐに越え、3億円を越える期も出てきた。

まず、工場部門では大量生産設備を導入し、火回等を自動化して効率生産できるようになつた。当時、

ガス溶断は日の出の勢いで普及し、各産業の裾野に拡大していく。高圧ガスの需要も急拡大し、この

売上も伸長する。
役従業員数も30名 近くにまで増加し、いよいよ手狭になつた社屋(といつても、初代の母屋)の再開発
が課題となる。
昭和47年 11月 。まず現工場棟が落成。

一部事務所機能を移転し、母屋解体。今度はその地に鉄骨
モルタル3階建てのビルを建設。竣工したのは翌11月 。約2年掛かりであつた。

落成後も設備の増強を続け、自動盤を多数導入。修理業者の中で、パ
ーツセンター的な役割を果たす

こととなる。
商事部門でも大きな変化が現れる。前の10年間では仕入れ商材の多くを、熔材

一次卸店、ガスー次

卸店、及び溶断器メーカーから調達していたが、この時期になると、機工卸売り商社の比重が高くなつて

いく。これは、倉J業者が工具などを管理する倉庫担当であり、手工具に愛着を持つていたからであろう。

新社屋落成後、手工具の在庫を店頭にならべ、急なお客様の要望にも応えられる体制を整えた。また

保護具やその他の買回り品も充実させ、この時期京浜間でも随
一の品揃えであつたと言える。昨今、

ホームセンターなど多数陳列する店舗も見られ、弊社の店頭売りは比重を低下させているが、今もこれ

を踏案している。
また、創業者はメーカー器具のパーツコピーに飽き足らず、数々のアイディア製品も開発している。そ
のひとつが「アセチレンガス簡易分配」。なぜかその形状から、日舎時代の玩具「アンポンタン」と命名。

業界でも一部その名で通つたようである。
日時が合い前後するが、昭和46年 11月 1日に合資会社戸田商会から戸田興業株式会社に改組。命名

はヤマト産業株式会社の創業社長であられた故奥井清
一氏。r画数が抜群に良い、この社名に」と推奨

していただいた。
また、創業者はその責務を息子の戸田岡1に少しづつ委譲し、専務取締役として実質業務を任せ始める。

各種の規定や決まりごとを少しづつ整へ、まさしく「戸田商店」から会社への脱却をめざした。そして、修理

部品から配管部品への展開もこの時期から始まっていく。
だが、好事魔多し。昭和50年 に近づくにつれ不況の波が押し寄せてくる。

アンホ
°
ンタン 昭和44年 ホじへ

｀
置き場前風景



4動 乱期 (昭和52年 1957年～昭和61年 1967年)

「オイルショック」「低成長時代」「戸田育仙死去」「第二次オイルショック」「ステンレス加工の本格化」

昭和50年代初頭は混乱の中にあった。今でも弊社金庫に不渡り手形が保管されているが、昭和51年～54
年にに掛けてが特段に多い。オイルショックの後、基盤が脆弱な会社は次々と倒れていった。
弊社もその余波を受け、昭和51年 52年を底に減収減益の期が続く。しかし、なんとかギリギリの線で赤字
は回避していた。会社としても、低成長時代への対応を迫られることとなつた。

そんな中、倉J業者戸田育仙が死去した(左は法衣の戸田育仙)。昭和53年 2月
の寒い日であつた。
葬儀委員長には(現)東京山川産業株式会社中尾会長様にお願い申し上げた。
東京山川さまには、増加しつつあった電機溶接機の営業に対し多大なご助力を頂
いていたし、機工分野への進出に際しては古くからの大切な仕入先でもあった。
戸田岡Jはじめ残された社員は一致団結し、この悲しみを乗り越えていった。昭和
56年 には生え抜きの倉田一男を営業担当の取締役に、川島文雄を工場担当の
取締役として登用する。名実ともに「戸田家の会社」からの脱却が図られていく。

さて、オイルショックがあつたものの、(旧)日本鋼管l■lが扇島埋立完了。そして移転後、その波及効果は裾野
を広げ産業の集積が加速する。弊社もその恩恵に浴することができたかもしれない。第二次オイルショック後の
昭和55年 には4億円代の売上をキープできるようになる。お得意先が増えたのである。日本国内を見渡せば
経済状況は厳しかつたが川崎南部は活気があった。電気溶接機は日の出の勢い。ガス溶断器だつてまだまだ
元気。修理もまわってくる。当然溶接棒などの消耗品も拡大基調だ。
溶材商としてはもっとも輝いていた時期かもしれない。
しかし、このフ

°
チハ
｀
プ,レが終息に向かい、とんでもない落とし穴が待ち構えていた。昭和58年 、何社かの作1産。

大型の貸し侮1れである。

業績は順調に推移していたものの足元をすくわ
れた。転んでしまったが立ち上がれるか。最悪こ
のまま大怪我で侮1れたままかもしれない。
そんな状況の中、まさしく帰死改生のアクション

を起こす。あとでバクチを打つたとも称されたが。
「あの頃、ステンレスの加工を汎用旋盤で製造
していたが、捌ききれない程で拡大基調だ。近くの
引き物屋さんにも協力を頼んでいたがもう限界だ」
戸田岡1は川島工場長とも相談の上、大型の設備
投資を決断する。NC旋 盤の導入である。それも
59年 と60年 立て続けに二合、当時で数千万円の
投資だ。ステンレスの高精度の加工、効率化には
NC装 置が不可欠であった。
結果的にこのバクチいや投資案件は成功を収め
ることとなる。時代は半導体などの新産業に軸足
を移しつつあり、高圧ガスの応用範囲は広がり、
ステンレス継手の需要は拡大していく。
バクチではなく先見の明があり、必然的に勝利したといえるのかもしれない。
結局、この10年。戸田興業的には「浮き沈みの激しい激動の時代」であつたと言えよう。

二代目社長 戸田 岡1

昭和8年に川崎区にて誕生。戦中一時仙合に疎開したが、爾来川崎区から離れてい
ない。「サ11崎空襲の時銃撃を受けた」という。旧制中学最後の川崎中学入学者。「戦後
食うために乾麺売りの行商をしたが偶然先生の家で恥ずかしかった」、「二代目という
より、オヤジと一緒にゼロからスタートしたんだから創業者と同じ」とも述べていた。早稲田
大学(第二政経)卒。神宮の早慶戦で第一トランヘ

°
ッターとしてブラスハじ卜

｀
をリート
｀
したという。

趣味の音楽は、一生の友となる。妻となる桂子とはコーラスで知り合い、ストレスの発散は
酒を飲みカラオケで歌うことであつた。
サミュエ,リンの「絶対競争の原理」を座右に、「ニッチ」をねらう経営を推進した。一時,期配
管工事も手掛けたが、その中で配管部品の重要性を認識し、これをメインに押し上げる。
平成10年代よリガン治療の為入退院を繰り返すこととなるが 平成15年 9月没。

まだ現役 」NC-1の 操作盤 昭和59年 導入



5バ ブル・ポストバブル期(昭和62年 1987年～平成8年1997年)

「バブル到来」「新産業向けへのチヤレンジ」「順風満帆」「ハ
ド
デザレ崩壊と経済のグ回一ハ

｀
ル化」「停滞へ」

昭和60年合になると、「世界経済の中心は日本にあり」と思えるほどの繁栄ぶりであつた(かもしれない)。
「ハ
°
クスシ
｀
ャハ
°一ネ」。国内の地価は上昇する

一方、マンハッタンの大きなビルや、世界の大型ホテルは日本資本
の軍門に下つていた。経済のグローバル化が叫ばれたのもこの時期から。

一方、我社はまだ地域中心の営業

活動を行なつていた。それでもOK、キャッシュはめぐりめぐって年商7億円を突破する。年号はすでに変わつて

平成3年のことである。
この時期、倉田取締役を中心とした営業部隊も絶好調。スクラップ&ビルトには必ずガス溶断がつき物。ガス

やその消費機材が売れに売れた。ある溶断器メ
ーカーの営業社員は、「考えることはなかつた、ただ品物を確保

して運んでいるだけで良かつた、戸田さんには1日2回」。

世の中が、株だ、土地だ、先物だ、投資しないやつは馬

鹿だ、という風潮のなか、弊社はすでに必要な投資は完了

していたこともあつて、大型投資はしていない。
「持ち株会で所有していた株を売却しようと思つたが高柴

先生に止められた」。戸田岡Jの後日談である。

資産の効率的運用が利益確保の王道である。

結果的にバブルに踊らなかったことがことが、やがて訪
れる調整局面において困らずにすんだ要因だ。ただ、そ
の後の勝ち組、負け組みの土俵に駒を進めなかつたの

も事実だが。
人材の確保も困難な時期であつた。完全週休二日制を実

施。それでもなかなか人材を確保できない。巷では人手不

足倒産なる言葉も踊るようになる。
世間は派手に動いている。しかし戸田興業は愚直に地道
に歩んでいく。実業。「人の役になつてナンボ」である。

戸日興業製ステンレス配管継手。ラインナップを充実させ

少しづつ市場を切り開いて行く。食い込み継手用について
は今でもヒット商品である。また、半導体、食品、分析など
の分野では加工精度、洗浄とも高度なものが要求され、
すくなからず弊社も応えていく。
一方で、「一定の品質のものをリーズナブルな価格で供
給する」。至上命題であるが、この時期生産に携わつたエ

場担当者達はそれに応え、市場からも評価を得たと言え

る。

そんな、バブル期であつたがすぐにポストバブル、失われ
た10年に入る。
まさしく、社内的にも調整局面。会社存続を掛けて昭和50

年代以上の浮き沈みを経験することとなる。溶材商としての

商材以外、「環境関連資機材」「理化学用品」「パソコン」の

販売も始まる。

「近年(平成～)の表彰等」

平成 2年 6月 )11崎南優伸会入会を許される

平成 4年10月 高 圧がス保安功労者(戸田 岡1)

平成 5年 1月 防火管理優良事業所
平成 5年 5月 感謝状 達成賞RUSH21セール

平成 5年 6月 メルめ デョーンス
｀
フェロー(戸田 岡1)

平成 7年10月 優伸会表敬訪問
平成 6年10月 高圧力

｀
ス優良販売業者

平成 7年11月 感謝状 テイクオフ35セール

平成11年10月 金色有功章
平成12年10月 優伸会表敬訪問
平成16年3月 感 謝状

川崎南税務署所管
神奈川県知事
川崎市危険物保全研究会

松下電器産業l■l
ライオンス
｀
クラプ国際協会

川崎南優伸会
神奈川県知事
松下電器産業l■l
日本赤十字社
川崎南優伸会
川崎市社会福祉協議会

現社屋 平成19年現在既に築35年

高圧ガス配管継手製品群



6リセット期 (平成9年 1997年～平成19年 2007年)

「脱溶材商ではなくお客様本位の多角化」「情報化社会本格到来」 「戸田岡1死去」「新たなる模索」

「リセット期」なる題目にすると、ややラジカルに思われるかも知れないが、要は還暦。人間にすれば子供返り、
初心に立ち返ろう、そんな意味で、なにもかもチャラにしてというわけではない。できるはずもないが。もちろん

過去に学おミことも大切だし、その土台がなければ発展はない。
溶材商を取り巻く環境は変わつた。ガス溶断はより自動化された他の工法に変わり需要は低下。アセチレン

の出荷量が年々減少しているのがその表れだ。溶断器メー

カー内でも一般ガス溶断機器はすでに亜流と化した。
それで、戸田興業は?。

まず、従業員。この10年間でだいぶ若返った。入社暦5

年以下の人材が半数近くになっている。ベテランと若手の

融合が図られた。
商材も変化し、生産も多品種少量に移行していく。
そして、新しい発想で、チャレンジしつづけなければなら

ない。平成19年年初に、60周年にあたり下記の方針を
定めた。

・創業時の開拓精神を喚起し〒ャレンジしていこう
。地球市民の一員として環境を保全し循環型社会を築こ
・感謝の気持巧を意れずに春仕の精神を持巧続lrrよう

環 境 方 針

魯々 弾観およ妹宝浅f414以下の方針ゆ▼ r最嬢範を ,を嶺なします

猫率市民の一員として照境を保全じ額票避社会の様集!こ産はします

,  3Rを 費出します

り手ふ―スて残登諄親'

,ユースてコ使用|

り'イクル(■R■を,

2  怠 境汚盛の予務に努めます

3  重 境に38する法規輌・空傷などを強守じます

4  8理 負輸のほ激を表現するために

環境マネジメントシステムの機機的強書を贈ります

掛
す
鶴
'督
軍鴫F撃番
寵霞鹸

環境マネジメントシステム導入

「製造部門の最近の成果」

「販売部門の最近の主要実績(新たなる模索)」
・クリーンルーム敷設
B廃家電ローラーコンヘ

｀
アシステム

・真空ストリッピング装置
・特殊バナー開発
コ土壌力
や
スサンフ
°
ラー

・分析向け標準ガス純ガス
・高圧ガス供給設備
・燃料電池開発関連機器
・各種理化学分析機器
・消防局向放水ホース

・クーラントオイ,レ循環システム改善   ・フ
°
レッシャテ
｀
ィマンド型送気マスク

口廃家電クラッシヤー ・シュレッタ一` レンタ,レ事業

「二代目社長 戸田 岡lの死去  三 代目社長 戸回 毅 略歴」
平成15年 9月 17日に戸田岡1死去。69歳 。戸田毅はそれを遡る2年前より代表取締役となった。
昭和38年 生まれ。学生時代は環境問題、都市問題に興味を持ち地理学を専攻。幼少よリボーイスカウトに所属し
アウトト
｀
ア活動に動しみ、初代会長として学内サークザレを立ち上げる(残念ながら10数年前廃部)。

OBとなつてからも里山歩きから冬山、フリークライミング、またラフテイングと呼ばれる川下りまでオールラウント
｀
に実践。ラフテイ

ングは全国レヘ
ド
ルの大会で6位入賞、その後海外にも遠征した。その時訪れたネハ

°一ルの経験は強烈であつた。
都市計画に携わりたいとの希望から、学卒後、航空写真測量会社、建設コンサル会社を経て、青年海外協力隊に

参加。土木エンシ
｀
ニアとして、スリランカに赴任し2年間活動。井戸掘りや水道設備、ため池の構造物を担当。

31歳で帰国後、結婚、そしてすぐの平成7年6月戸田興業にハムレットの気持ちで入社。ただ、最初の仕事が株
式会社テルムさまの環境改善の仕事。高圧ガス関連とは一線を画すが、これも何かの縁か。
今は、自分の未熟さを痛感じつつ、社業に打ち込む日々を送る。アウトトフはずっとお休みである。

平成19年 1月導入 最新鋭CNC旋 盤
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昭和63年3月21日  「溶接新聞」
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た

と
い
う
。

五
十

九
、
六
十
年
と
相
次
い
で
手
数
霞
万

腐

Ｎ

基

憂

天

擢

ぞ

、

そ
の
動
き

を
キ
ャ
ッ
チ
し
た

か
ら

電
「
じ
せ

ｆ

聾

軍

密

逮

っ
た
，
そ
控
離
率
立
ど
う
Ｆ
Ｔ
ｗ

賓
題
要
が
上
要
、
今
年
は
フ
ル
標
毎

だ
。
出
長
、
活
解
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス

も
、
ス
タ

フ
ッ
プ

・
ア
ツ
ト

ｔ
ビ
ル

ド
が
盛
ん
な
都
市
避
慶
褒
だ
薫
題
を
ャ

露

、
築

マ
基

震

審

層

に
ア
タ
ッ
ク
さ
せ
た
０
錬
正
所
向
け

は
こ
も
か
く
、
こ
の
分
野
ほ
伸
び
で

い
る
。
闘
じ
ガ
ス
で
も
、
薦
代
の
流

れ
に
集
る
か
ど
う
か
が
大
革
だ
」

戸
麗
時
ほ
、
一撃
宇
摯
無
賞
藤
憂

わ
う
の
景
気
上
昇
が
つ
づ
き
、
今
年

も
曲
続
し
て
い
る
と
強
買
。
十
一
ヽ

一
握

、
轟

礎

雪

番

鋳

な
の
に
、
今
由
覆
野
一に
、
例
年
に
比

べ
七
―
八
％
が
ア
ッ
プ
し
た
ｏ
き
ら

に
こ
の

一
督
揮
に
、

工
五
％

が
ア
ッ

プ
ど
縛
衰
最
高
だ
。

き
ら
に
聞
社
の
ユ
ニ
ー
タ
な
関
溢

は
、
樹
機
五
長
、
歯
島
践
窮
蘇
地
方

発
送
岳
含
め
た
磨
頭
亮
じ
で
月
由
の

一
一畳

晶

ｏ
窮

り
録
多
い
と
い
う
。
闘
泣
に
は
間
で

Ｆ
口
Ｒ
奥
の
本
社
社
Ｅ

も
あ
る
と
い
あ
れ
石
あ
る
だ
。
工
費

ガ
ス
も
、
自
頭

党
じ
が

か
な
り
あ

る
。
こ
の
警
景
に
餌
、
一要
慕
軍
〓
の

ポ
リ
シ
ー
が
生
き
て
い
る
か
ら
だ
ｏ

題
能
三
値
Ｆ
畏
魂
五
蛭
善
宇
る

と
い
う
鳳
題
を
隻
か
し
て
い
る
。
何

督
欝
代
の
額
終
ほ
Ｆ
室
疑
轟
筋
豪

務
喜
通
じ
重
警
軍

領
の
重
要
き
を

控
に
し
み
て
い
た
ｏ
「
環
在
で
い
え

ば
、
澄
張
Ｉ
具
、
都
酪
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
」
と
憲
り
、
売
石
上

げ
面
で
も
会
社
に
大
き
く
童
献
し
て

い
る
と
い
う
。

寵

、
醇

器

霞

告
ｒ
安
露
齢
匿
鶴
メ
上
Ｔ
Ｌ
醜

の
寝
雇
こ
断
っ
て
饉
る
。

「
ガ
ス

薄
断
題
具
の
雫
ヒ
浄
る

、
」軍
縫
円

一
簿
雪

た
虫
盟

爾

誉
多

安

こ

、

麦
正
寵
櫨
名
々
減
少
傾
向
だ
。
し
か

し
、
一頼
堅
聾
の
理
苑
ｒ
壼
凍
ガ
量
用

題

魯

ヽ
あ

滋
五
み
を
カ
パ
ー
し
て
い
る
」
。
だ

が
、
こヽ
慶
理
爵
蛭
誓
を
つ
づ
じ
る
。

ガ
丞
重
笙
題
誘
垂
花
で
■
用
臣
再

電
だ
け
を
販
売

エ
リ
ア
に

し
て
い

る

よ
う
で
ほ
ダ
法
に
、
と
み
て
い

る
。昭

和
八
年
士
月
二
十

一
日
、
肥
面

聾

発

、
平

軽

態

一
一

士
豊
人
。
一製
お
著
章
豊
題
暑
ン

ス
が
、
今
後
Ｆ
〓
丘
霧
平
其
０か
。

「
・５
年
前
に
出
め
た
ス
チ
ン
レ
丞
配
“
配
臣
輌
，工
が
営
た
っ
た
」

と
ぼ
る
戸
画
醇
社
長

こ
の
仕
事
を
経
ぐ
こ
と
を
決
意
し
て

か
ら
は

一
、
自
分
警
芝
峰
聴
笙
甲
委
碑

を
浜
め
、
目
想
を
般
建
し
て
チ
ャ
レ

ン
ジ

し
て
き
た
。
人
が

や
っ
て
い

な
い
こ
と
を

や
る
の
が

聞
自
か
っ

と
そ
の
発
題
が
、
時
代
を
先
取
っ

た
。
碁
ア
ン
レ
ス
聾
裏
鷲
洲
諏
エ

あ
慶
河
ふ
軍
ど
霞
玉
、
時
代
の
ニ
ー

◆
防
ぐ
た
め
に
、
何
害
の
受
材
臨
き
縄

脱溶材で時代を先取り
ステン配管部品加工もフル稼働

時
路
整
邸
印
品
加
工

よ
ぷ
い
Ｘ
り
て
い

る
。同

社
の
月
閣
は
四
十
万
円
。
機
械

体
理
、
配
督
題
品
如
工
、
そ
の
関
連

警
乗
答
藤
の
事
務

、々
碁
豪
ガ
ス

た
標
体
き
れ
た
路
錬
正
取
が
や
ｐ
れ
　
が
一
〇
％
、
嶺
被
・
電
的
王
長
と
潜

た
。
地
露
一、
鐘
挿
寝
票
錯
務
毒
進
　
〓路
筈
宝
露
の
壇
興
毎

エヽン

にヽ
十

す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
資
材
を
上
　
五
年
曲
、
ス
テ
ン
レ
ス
配
督
部
品
加

町
の
館
示
で
供
給
す
る
こ
と
に
。
だ

一と
窯
樽
堂
り
た
が
、
そ
れ
が
い
ま
上
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会社概要

商  号

住  所

T O D  C 0

戸田興業株式会社

〒210-0843川崎市川崎区小田栄1丁目5番11号
TEL 044-344-7577 FAX 044-355-6212

E一mailitodaCttodaco.cojp URL:http://www.todaco.co」p

営業概要
商事部門 各種高圧ガス 液化ガス

溶接システム 機器 資材
産業機器 機械工具
環境関連資機材
配管 電設 鋼材 等各種材料
理化学機器 分析機器
安全衛生保護具
パツコン等情報機器 文具

溶断機器製造 開発 修理
高圧ガス配管継手製造
各種部材加工 治具製造
計量器修理事業登録(神奈川県)
高圧ガス供給設備
各種機器開発
研磨 洗浄加工
エンジエアリング業務

製造部門


